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1.は じ め に

帯広百年記念館では,十 勝の歴史研究の一環 として資料写真の収集,保 存を行っている。この作業

は,戦 前から数度 にわたって帯広市史の編纂に携わった郷土史家,故 ・棚瀬善一・氏より筆者が聞き取

り取材したところによれば,当 初,昭 和27(1952)年 の帯広市開基70周 年記念事業 として企画された

「帯広市史」の編集,発 刊にともない,当 時の編集委員によって着手され,そ の後も数回の市史改訂

編纂によって追加収集された。それ らの資料写真は,編 纂作業の場となった帯広市図書館に保管され

てきたが,昭 和57(1982)年,当 館の発足とともに同図書館か ら移管され,こ れが基礎資料となって

今日の当館における十勝の歴史資料写真の収集,保 存作業となっている。

現在,当 館に保存している資料写真は総数にして約1万 点を数えている。日常,新 たな収集のほか,

整理あるいは貸し出しなどの作業を行っているが,と くに貸し出しは新聞を中心にテレビ,各 種出版

物などに対 してかな りの頻度 となっている。

本稿は,当 館におけるこうした歴史資料写真の収集,保 存作業の一・端として行った晩成社移民団関

係写真の調査報告である。内容は,当 館の収蔵写真中,撮 影時期のもっとも古いこれらの写真が,い

っ,ど こで,ど のような経緯で,ま た誰によって撮影されたかを関係する文献資料から明らかにする

とともに,こ れらの写真を撮影した写真師 ・鈴木真一について,わ が国写真史の一端とともにまとめ

たものである。わが国における初期の一群 の職業写真家の一人としてその名を残す鈴木真一・は,晩 成

社の中心である依田勉三の母方の叔父に当る人物である。彼によって,あ るいは彼の写真館で撮影さ

れたこれら数点の写真が,十 勝開拓の先駆けとなった人々の記録にとどまらず,と もに明治という歴

史の転換点において,植 民地開拓と新技術摂取の文明開化という時代のメインテーマを生きた甥と叔

父を結んで成立 していることは,そ れ自体が的確な時代の証言として興味深いものと言えよう。

2.晩 成社関係写真の考察

1.依 田勉三 ・鈴木銃太郎両立写真(写 真1)

この写真は,晩 成社 の副社長で,開 拓 団の リーダーで ある依 田勉三 と幹部(晩 成社 の組織上で は

「幹事」 と言 ってい る)で あ る鈴木銃太郎の二人が並び立って写っている もので,勉 三 の 日記 な どか

ら明治15(1882)年5月 に当時 の横浜,弁 天通 りの 「鈴木写真館」で撮:影された もので ある ことがほ

ぼ裏付 け られ る。明治15年 は,よ く知 られてい るよ うに開拓移民会社である晩成社が発 足 し,勉 三

と銃太郎が現地視察 して十勝 平野 の中心部であるオベ リベ リ原野を開拓地 として決め,銃 太郎だけが

※帯広百年記念館 学芸研究員

43



作間勝彦 晩成社移民団関係写真 と写真師 ・鈴木真一・

嚢

写真1

そこに残って単独越冬した年である。写真は,二 人がその渡道に際して横浜を出発する直前に鈴木写

真館で撮影されたものと推定できる。

勉三の日誌 「備忘」の明治15年4月 ～5月 の記録から関係部分を掲:載する。

4月29日 一勉三,家 を発 し再度北海道 へ向か う。

5月9日 一勉三,静 岡県庁 に出て北海道 開墾 に関 し願書 を提 出。

午後,指 令及び印書を受領 し,直 ち に汽船三保丸 に乗ず。

風浪激 しく進航するを得ず。為 に港中に泊す。

10日 一朝,清 水港 を発 し其 の夕横浜 に着 し弁天通 り鈴木氏 に投宿す。

11日 一ll日 よ り30日 まで東京横浜 の間に往来 し札幌県官 に面会す。

また本社の予算書を編 し発船の機を待 つ。

31日 一夜,鈴 木銃太 郎家を辞 し,依 田勉三 と共 に汽船九重丸 に乗 り北海道 に向か う。

夜港内 に泊す。

6月1日 一晴。午前7時 横浜 を解 らんす(註1)。

日記文 中の 「解 らん」 は,船 を岩壁に繋いである艦綱 を解 くことで,出 航の意 味である。 冒頭4月

29日 の項で 「勉三,再 度北海道へ向か う」 とあるのは ,勉 三は前年 の明治14(1881)年 に依 田家 の当

主である兄の佐二平 らに北海道開拓の意思 を明 らか にし,了 解 された ことか ら,単 独で最初の北海道

視察 を行 って いるためで ある。そ して,こ の再度の北海道視察 は,晩 成社を発足 させて,い よいよ北

海道 のどこを開拓す るのか を決めるために行われた。

日記 中,勉 三 が横浜 に出て北海道へ 出発す るまでの宿舎 とな るのが弁天通 りの鈴木氏であるが,こ

れ は当時,横 浜 にあった銃太郎の実家ではな く,勉 三 の母方 の叔父で写真館 を開いていた鈴木真一の

ことで ある。 日記 には,二 人で写真 を撮 った という記述はな いが,こ の5月10日 か ら横浜 を出発 し

た6月1日 までの間 に,二 人で北海道調査への旅立 ち記念 に鈴木写真館 で撮影 した ことは予想で きよ

う。
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さらに,晩 成社の もう一・人の幹部である渡辺勝 の 日記 には,明 治15年5月26日 付 に次 の記録があ

る。

5月26日 一依 田勉三氏よ り,鈴 木銃太郎君 と両立 の写真 を賜 らる。

24,5日 ころ北海行の汽船 に乗 り込 まるる由(言主2)。

ここで言 って いる勉三 と銃太郎 と両立の写真 というのが これであ り,先 の勉三の 日記 と重ね合わせ

ると,こ の写真が 明治15年5月 の時点で撮影 された という ことを裏 付けている。ただ し,5月 の何

日に,ま た,鈴 木写真館 で撮影 したのだ とい う明確な記述はない。

依 田勉三 は,ペ リーが黒船 を率 いてや ってきた嘉永6(1853)年 生 まれ で,こ の写真 の時点 では満

29歳 である。 静岡県西伊豆 の,当 時 の大沢村,現 在 の松崎町が生地で伊豆地方一帯 にそ の家名を知

られた資産家 の次男(生 まれ は三男,次 兄が幼 くして死亡)と して育 った。ペ リーの開国要求でわが

国初の開港場 とな った伊豆 の下 田は勉三の大沢村 と峠一・つ を越えるだけの距離 にある。勉三 と7歳 違

いで,後 に依 田家の当主であ り,実 質的 に晩成社 のオーナー となる兄の佐二平は,明 治初期 のわが国

の資本主義 生成期 に地方の資本家 として製糸,海 運,銀 行業な どを手がけ,同 時 に,当 時 の静 岡県加

茂郡お よび那賀郡長,静 岡県議会 副議長,そ して明治23(1890)年 には第1回 帝 国議会衆議 院議員 に

も選出 され るな ど伊豆地方 の リーダー として活躍 した人物である。また,新 時代の人材育成 を目指 し,

地域 にいち早 く初等,中 等学校 を設立 して教育振興 にも足跡 を残 している。

勉三は長 じて,明 治7(1874)年,21歳 の時に東京 へ出て,福 沢諭吉 の慶応義塾 で学 び,さ らに義

塾 を離れてか らなのか同時になのか不明だが,ア イル ラン ド人のプ ロテス タン ト宣教師ヒュー ・ワッ

デルの英語塾 にも学び,こ の塾で渡辺勝 に出会っている。

鈴木銃太郎 は安政3(1856)年 に旧上 田藩(現 長野県上 田市)藩 士,鈴 木親長の長男 として 生まれ,

この写真の時点で満26歳 であ る。明治維新 によ って武士階級の ほとん どが没落 したが,鈴 木家 もそ

の中にあった。維新後の東京 で,親 長,銃 太郎の親子 ともどもにプ ロテス タン トのキ リス ト教 に出会

って洗礼を受 け,明 治8(1875)年,一 家で横浜 に移転 した。そ こで,親 長は横浜教会の執事 にな り,

銃太郎は,同 じく横浜でプ ロテスタン トの宣教師,サ ミュエル ・ロビンス ・ブ ラウンの塾 に入 った。

明治10(1877)年10月,当 時,ブ ラウ ンや ワ ッデル ら主 に横浜,東 京で活 動 していたプロテス タン ト

系宣教師の塾 を統合 して 日本 人の宣教師養成 を目的 とした東京一致 神学校(現 明治学院大学 の前身)

が東京築地 に開校 し,銃 太郎 は同校へ移 った。そ して,同 校で同 じくワ ッデル塾か ら移 ってきた渡辺

勝 と出会っている。晩成社の三幹部は,先 に記 したようにワッデル塾で勉三 と勝,東 京 一・致神学校で

勝 と銃太郎が出会 い,勝 を軸 につなが って いった。

H.勝 ・カネ婚約記念写真(写 真2)

これは渡辺勝 と,銃 太郎の妹 で勝 の妻 とな った鈴木 カネの婚約記念写真 というべ きもので,勝 の 日

記か ら明治16(1883)年 の1月5日 に,や は り横浜,弁 天通 りの鈴木写真館 で撮影 された ことが裏付

け られ る。

勝は安政元(1854)年,旧 尾張藩士 の長男 として生まれてお り,勉 三よ り1歳 年下である。 この写真

の時 の勝は満28歳 で,晩 成社 の十勝 開拓へ の準備 と,銃 太郎 の妹で ある鈴木 カネ との結婚 をまとめ

るため におおわ らわの時期である。 当時のカネは横浜 の彼女 の母校である共立女学校の教師兼寮生 の

監督 をす る舎監 をして いた。彼女は安政6(1859)年 生 まれで,兄 銃太郎 よ り3歳 下の 当時満23歳 で

ある。明治16年 のこの時期の勝 の 日記 には次のよ うに記録 されている。
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1月1日 一晴。横浜鈴木真一君方に止宿 し居 る。

前10時 東京行 き汽車に乗 し東京西久保葺手町ワ ッデル教師方に至 る。

2日 一晴。 日本橋辺 に書籍等 を求む。夜 ワッデル方 に泊す。

3日 一晴。須藤氏,石 川氏 と遊歩 し,九 段坂鈴木氏方 にて写真 を撮 り,ワ ッデル方 に泊す。

4日 一晴。後4時 汽車 にて ワッデル氏 と共 に横浜 に至 り二百拾二番女学校長 クロス ビー氏 を訪

う。 これ余 と鈴木氏 と縁談の事 に付 きてな り。 晩飯 を供せ らる。

夜鈴木親長君方 に至 り泊す。

5日 一晴。前諸店に農 具器械 を問い合わす。鈴木真一君方 に至 る。後鈴木氏 と写真 を撮る。

7日 一晴。写真成る。 前ll時 横浜 を発 し大磯宿 に泊す。

10日 一晴或は雨。(中 略)5時 大沢村依 田氏 に来る。 同家 に泊す(註3)。

r藩 麗 瓢 こ「齢 欝 場繍 ま惣 難淘=・ ∫:1
り勉三の叔父の鈴木写真館で,勝 もここで,い よい

よ間近 にせ まった晩成社 の十勝開拓 への準備 を進め

ている。3日 付の 「九段鈴木氏方」 とい うのは,横

浜 の鈴木写真館の東京支店で,横 浜 か ら東京へ出向

いた折 りに,そ こで友人 らと写真 を撮 ったというわ

けである。幕末以来,文 明開化の先端であった横浜

だが,明 治 も10年 代 にな ると文化 も東京 が中心 と

な り,こ の時流 に合 わせて鈴木写真館 も明治14年

に東京へ支店進出 した。4日 付 の 「夜鈴木親長君方

に至 り泊す」の鈴木親長は銃太郎,カ ネ兄妹 の父親。

最後の5日 付 の 「鈴木氏 と写真 を撮 る」 とい う鈴木

氏が婚約者 の鈴木カネである 。

ワッデ ル氏 というのは,新 政府が明治6(1873)年

にキ リス ト教 を解禁 した ことにともない,翌 明治7

年,プ ロテスタン トのス コッ トラン ドー致長老 教会 写真2

か ら日本 へ派遣 され たアイル ラン ド人宣教 師で あ

る。その後,東 京 の西久保葺手町(現 在 の港区虎 ノ門4丁 目界隈)で,い つか らかは明確 でないが 自

分 の教会 を持ち,同 時 に英語塾を開いて いる。 旧尾張藩士 出身 の勝は,明 治3(1870)年 に藩が 開設 し

た名古屋洋学校 で英語 を学んで卒業後,ワ ッデルが来 日した年 の明治7年 に上京。翌明治8年,明 治

新政府 の工部省が管轄す る電信技術者養成のための学費無料,生 活費支給 という官費学校である電信

技術学校 の生徒 になる。 しか し一年 目の終わ りころに,こ この教師 と衝突 して退学 し,生 活 に困った

あげ く明治9(1876)年 の1月,友 人の紹介で世話 になったのが宣教師の ワッデルで ある。勝 は このワ

ッデルの塾で英語教 師 として彼 を手伝 いなが ら聖書 を学 び,一 ・年後 の明治10年1月 にワ ッデルか ら

洗礼を受けてキ リス ト教徒 となった。 この塾 で勉三 と出会 い,さ らに,同 年10月 に開設 された東京

一致神学校で横浜のブ ラウン塾か らやってきた銃太郎 と出会 った ことは先 に記 した。

このように,勝 にとってワ ッデルは,恩 人で あるだ けでな く洗礼 を受けた宗教上の保護者である こ

とか ら,カ ネとの婚約をま とめるため に,カ ネの学校 の責任 者で,ま たカネの宗教上 の保護者で もあ

る米国人のクロス ビー女史に会 って もらっているわ けである。
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カネ と銃太郎 の鈴木家が信州上 田か ら東京に移 った のが明治5(1872)年,東 京か ら横浜 に移 ったの

が明治8年,そ して,こ の横浜移転 と同時に,銃 太郎は外国人居 留地 の山手211番 にあったS・R・

ブ ラウ ンのブラウン塾へ,カ ネは,そ の隣の212番 の共立女学校 に入学 して いる。

この共立女学校 は,明 治4(1871)年 に,そ の ころに 目だ ってきた欧米人 と 日本人の間に生 まれ偏見

の目にさらされて いた混血児の救済,そ して 日本 人女性への教育 とキ リス ト教の伝導を 目的 として,

米国のプ ロテスタン ト教会各派 による一致婦人伝導協会か ら派遣され たクロス ビー女史 ら3人 の米国

人女性 によって設立 された。当初 の校名は 「アメリカ ン ・ミッシ ョン ・ホーム」で ある。翌 明治5年,

明治政府 は,「 邑に不学 の戸な く,家 に不学 の人なか らしめん事 を期す」の宣言 とともに初等教育の

開始 を中心 とす る学制 を発布す る。 これ に合わせ て同ホームは,英 語 名で 「ザ ・イ ング リッシュスピ

ーキ ングス クール ・フォー ・ジャパニーズ ・ヤ ング レデ ィーズ」,日 本名で 「日本婦女英学校」 と改

名 し,日 本で最初 の寄宿制女学校 とな った。そ して,カ ネが入学 した明治8年 に 「共立女学校」 と改

名 したが,な お発足以来の通称 「212番 女学校」 とも呼ばれていた。

同校の最初の卒業式は明治15年7月 に行われ,そ の第1回 卒業生3名 のうちの一・人がカネで ある。

この時す でに23歳 で,16歳 か ら7年 間学んだ ことにな る。記録 による と,明 治10年 ころの在校生

は6歳 か ら20歳 まで約80名 を数えて いる。教科は,聖 書 のほか音楽,英 語,国 語,数 学,歴 史,地

理 天文,化 学,裁 縫な どで,そ の内容 は米国の教育制度 に基づ いた初等 か ら高等普通科程度 のもの

となって いる。 しかも,そ れ らの教科書 の多 くは英語 で書かれて いた。当時 のわが国の女子 教育 に比

較 して,と くに音楽,英 語 については最高 レベル にあったようで ある。

カネは,卒 業 と同時 に同校の国語教 師兼寄宿舎の舎監 となるが,渡 辺勝 の妻 とな って北海道 の開拓

に身を捧げ る ことを決意 し,日 記 にあるよ うに明治16年 の1月4日,二 人の宗教 上の保護者 である

ワッデル氏,ク ロスビー女史立ち会いのも とで婚約,翌5日 に鈴木真一・の写真館で婚約記念 とも言 え

る この写真 にお さまったので ある。

なお,勝 の 日記ではクロス ビーを 「校長」 として いるが,学 校運営 の最高責任者で ある 「総理」 が

本当で,校 長が別にいる。 ちなみ に,こ の共立女学校は,横 浜共立学園中学校,同 高等学校 として,

いまなおそ の歴史を刻 んでいる。

皿.勉 三決意の姿(写 真3)

この写真は,依 田勉三 あるいは

晩成社 と言 えば これだ とい うシン

ボル的な一一枚で ある。勉三がかな

り粗末な装 いで,し か もムシロを

かぶ り,欠 けたお椀 に向か うとい

うみすぼ らしい状況で写 っている。

これは,次 に紹介 している晩成社

開拓団の横浜 出港時 に行われた団

体撮影 の際 に,「 勉三 が十勝 開拓

へ不屈 ,不退転 の決意 を表すため,

わざわざ このよ うな身な りと状況

を自 ら演出 して撮影 させた もので

ある」 と大方に流布 されている も

ので ある。 しか し,同 論の 冒頭に
写真3
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紹介 した筆者の故 ・棚瀬善一氏か らの聞き取 りによる と,こ れは開拓団の横浜集結前 に,勉 三が大沢

村 の実家で十勝開拓事業へ の決意を込 めて撮影 させた ものであるという。棚瀬氏 自身が現松 崎町大沢

の依 田家 を訪問 して,末 商の方か らそのよ うに聞き とり,撮 影 した場所 も教えても らったそ うである。

ただ し,そ れが大沢村 出発 日の明治16年3月15日 当日なのか,そ れよ り前なのか,さ らに撮影 した

写真師はだれかな どは不明で ある。勉三 の 日記 や一緒 に旅立 った勝 の 日記 には,3月15日 に大沢村

の実家 を出発 して松崎村の分家 に寄 り,17日 に同分家 を出発,箱 根,小 田原,藤 沢 を経て21日 に横

浜に到着 した こと,実 家や分家で別離の宴 がもたれた ことな どが記録 されているが,こ ういう写真 を

撮影 した という記述はない。写真 に写 し込 まれて いる背景か らは写真館のスタジオではな く戸外 の実

景のよ うに見え るが,撮 影者 を含めなお今後 の調査課題である。それ にして も,そ の後 の晩成社の十

勝開拓 の歩み を思 うとき,勉 三 のこの決意の姿 はけして大げさなものではなかった ということになろ

う。

IV.晩 成社 開拓団1・2(写 真4)

晩成社開拓 団そ の1・ その2のi撮 影 は,明 治16年 の4月9日 か ら10日 にかけてやは り横浜,弁 天

通 りの鈴木写真館で行われた もので あることが勉三 の 日記か ら裏付け られ る。

勉三,勝 が3月15日 に大沢村 を離れて十勝開拓の途 にのぼ った ことは先 に記 したが,最 後の開拓

準備の拠点 となったの も横浜の鈴木写真館である。二 人はここと東京 の間を往来 しなが ら役所への手

続 き,開 拓資材 の調達な どに当 りなが ら,大 沢村周辺か らなん とか集めた24名 の開拓移民団員の到

着 を待った。そ こでは晩成社の組織上では 「耕 夫」 とそ の家族である,こ の開拓移民団員の渡航 と移

住 の手続 きな どにおおわ らわで あった。そ して,横 浜港 出港直前 の4月9日 か ら10日 にか けて この

写真が撮影 され た。その経過を勉三 の 日記で追ってみる。

3月14日 一勉三,勝 は北海道 に赴 かんがため,大 沢村 に別離 の宴 を張 り郷友 を接待せ り。

15日 一暮れ に至 り,勉 三,勝 等,大 沢寓所 を出発 し北海道 に向か う。父 兄送 り来た り,松 崎村

に集 ま り会 した り。

16日 一松 崎村 にて離杯 を酌む。

17日 一松崎村 を出でた るに,父 兄は送 って濱村 に至 り,路 頭 に痛 く飲 みて相別 る。

18日 一この夜 は修善寺 にて,19日 は箱根 な り,20日 雨 あ りて午後益々急 なれば小 田原に宿 し,

21日 横浜 に達 した り。

23日 一勉三,渡 航願書 を携え東京農務省 に出づ。

あるいは農具 を求めるな どして 同行者 を待つ。 同行者 ようや く横浜 に集 まる。

28日 一渡辺勝,横 浜 に耕夫 を処置す。

30日 一4月3日 まで渡辺勝東京 にて社用。耕夫吉沢竹二郎補助す。

4月7日 一勉三,東 京 にて耕夫荷物 の為 に奔 走す。 吉沢其 の事 に與 る。渡 辺は この 日よ り10日 ま

で横浜に耕夫 を処置す。

9日 一今明両 日をもって写真師鈴木氏に乞 い願 い影 を写 し,1名 を1号 となして総員27名 な り。

10日 一午後,皆 汽船 高砂丸 に乗 りて6時 に横浜 を出でた り(註4)。

なお,1月 に鈴木カネと婚約した勝は,横 浜出港を翌日にひかえたこの4月9日 夜,カ ネの共立女

学校で勉三夫妻,鈴 木親長,ワ ッデル氏,ク ロスビー女史 ら関係者の参列で結婚式を挙げている。上

に掲げた勉三の日記には勝,カ ネの結婚式についての記述はないが,勝 の日記には式の準備や当日の
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写 真4-2

写 真4-1

祝宴の こと,さ らに,港 で旅立 ちを見送る新婦カネ との一時の別れのセ ンチ メンタルな気持 ちな どが

記録 されて いる。そ うした状況のなかで,こ の集団 肖像写真は,や は り横浜の鈴木写真館で,4月9

日か ら10日 にか けて撮影 され たわ けである。

この写真で,晩 成社最初の入植者 の一・人一人の姿 を確認 してみる と,移 民団 一1は,前 列右か ら渡

辺勝(28歳),依 田勉三(30歳),依 田 りく(21歳)。 二列 目右か ら藤江ふで(25歳),池 野 あき(42

歳),高 橋 きよ(26歳),山 田のよ(43歳),吉 沢竹二郎(34歳),三 列 目右 か ら藤江助蔵(34歳),

山田広吉(19歳),池 野登一(42歳),高 橋利八(22歳),高 橋金造(52歳),土 屋広吉(24歳)。 最

後列の一人が山田勘五郎(53歳)で ある。

移民団一2は,前 列右 か ら山田喜平(11歳),山 田健治(4歳),山 田せ い(27歳)と 扶二郎(1歳),

山本金蔵(13歳),山 本新五郎(6歳),山 本 とめ(46歳)。 後列右 か ら山田彦太郎(32歳),山 本初

二郎(48歳),進 士 ち と(42歳)で ある。

1,2合 わせて総員25名 で,進 士五郎右衛 門(45歳),進 士文助(21歳)の 親子2人 がな にか の事

情で写 っていない(註5)。
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写真5

V.晩 成社26名(写 真5)

ところで もう一枚,こ の出発 に際 して撮影 された集団写真が ある。 こん どは,先 の2枚 に写 って い

なかった進士五郎右衛門 と息子 の文助 だけに26号,27号 の番号 を入れてお り,順 番 として先の2枚

の後 に撮影 された ことがわか る。それで,こ ん どは全員がそ ろって いるか とい うと,こ れ には吉沢竹

二 郎が抜 けていて26名 しか写 ってお らず,な かなか全員 がそ ろわない出発直 前のバ タバ タ としたよ

うすが うかがえる。

また,こ の一人一人に入れ られた番号は,写 真 のネガ(当 時のガ ラスネガ)に 書 き入れ られて焼 き

付け られた もので,衣 服 に直接書かれた り,縫 い付けた りした ものではない。はた して,こ の番 号が,

便宜 上のものなのか,役 所 などへの手続き上必要で あったのかな どは不明であるが,番 号の入れ方 が

単純に並 んだ順 に付け られていることか ら見 る と,あ ま り意味のあるものではなさそ うで ある。

3.写 真 師 ・鈴 木 真 一 と 日本 写真 史

以上,百 年記念館収蔵の歴史資料写真の中から撮影時期がなおも古い晩成社関係のものについての

調査結果を記述 したが,こ の中で,旅 立ちに当って大沢村の実家で撮影 したという勉三の変装姿以外

のものはすべて横浜の鈴木写真館で撮影されたものである。この鈴木写真館を経営する鈴木真一は,

本論の冒頭で触れたように,勉 三の母方の叔父に当り,わ が国の写真史にその名を残している人物で

ある。

鈴木真一は,天 保6(1835)年,や はり現在は松崎町となっている当時の加茂郡岩科村字岩地の高橋

という農家に三男で生まれている。姉の文が大沢村の依田家に嫁ぎ,勉 三 ら兄弟の母親である。父親
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は高橋文左衛門 といって,家 は資産 家の依 田家 と婚姻できる くらいの家柄 であった と言えよ う。

勉三が生 まれた年の翌,安 政元(1854)年,真 一は,18歳 で下 出の鈴木 とい う家に婿養子 に入 るが,

この年のll月,地 震 による大津波 の発 生で下 田は壊滅状態 となる。 この津波 は,下 田が 同年3月 に

ペ リーによって結ばれた 日米和親条約によって函館 とともにわが国最初の開港場 とな り,新 時代へ の

発展機運が盛 り上がったところへ文字 どお り水 をさす ものであった。 しか も,そ の被害か ら立ち直 り

かけた ころの安政5(1858)年 には,下 田に駐在 した初代米 国領事ハ リス によって 日米修好通商条約が

結ば れ,国 際貿易港 の立場 を横浜 にさ らわれて しまった。 このため,津 波被害 か らの復活 をかけた一・

群の下 田人が再び新時代 にか けた飛躍を求 めて横浜へ移住 して行 った。津波で家財 のすべて を失った

鈴木真一・もそ うい う移住組 の一人だった。 当時,横 浜の野毛,あ るいは弁天通 り5丁 目はそ うい う下

田か らの移住者が集まったところで,通 称 「下 田長屋」 とも呼ばれて いた。

横浜での鈴木真一・は,当 初,養 蚕業に関係す る蚕卵紙の仲買を して いた とされているが,そ の横浜

で出会ったのがやは り下 田の出身で,わ が国にお ける職業写真 師の開祖 とされる 「下 岡蓮杖」であっ

た。真一は,同 郷のよ しみもあってか この蓮杖か ら写真術 を習い,明 治6年,弁 天通 り6丁 目に写真

館 を開業 した。

ところで,写 真 という技術 は,天 保10(1839)年,フ ランスのルイ ・ジャック ・マンデ ・ダゲール

によって発 明された。 この写真 は,発 明者にちなんでダゲ レオタイプ と呼ばれるが,通 常,銀 メッキ

した金属板 に写 される ものであることか ら,日 本 では銀盤写真 と呼ばれて いる。現在 のフィルム もそ

うであるが,光 の強弱 によって画像 を写 し出す写真 の感光剤は銀の化合物 によ って作 られ るか ら,最

初は銀の板そ のものや銀メ ッキされた金属板に沃 素や臭素の蒸気をあてて フィルム兼印画紙 とした。

このため,1回 の撮影で1枚 だけ,そ れ もレンズ を通 して像が天地,左 右 が逆 に投影 され るので,左

右反対 の写真がで きあが る。 しか も,初 期 のダゲ レオ タイプは,日 中の自然光の 中で撮影 して20分

くらいの露光 時間が必要だった。それで も,対 象の姿,形 を正確に写 し撮 る この写真の発 明は,当 時

の人 々に与えたそ の驚 きの大きさ とともに世界中に広 がって いった。 わが国に初めて写真機が もた ら

された のは,発 明か ら9年 後 の嘉永元(1848)年 で,長 崎 の商人である上野俊之丞が輸入 した。そ の後,

銀盤写真がわが国に上陸 したのは,ペ リー艦隊や ロシアのプチ ャーチ ン艦隊がや ってきた下 田,そ し

て北海道の函館 である。安政元年の函館では,ペ リー艦 隊の写真師,ブ ラウンによってわが国の写真

史 上貴重な何枚かの銀盤写真が撮影 されて残 されている。

写真機 の長崎上陸 とともに,そ の写真術 の研究は幕末の蘭学 のひ とつ として行われ,幕 府 がオラン

ダ軍 医ポンペ を教師 として長崎 に開いた医学伝習所や,薩 摩 の島津斎彬な ど蘭学 を奨励 した大名のも

とでさかん に行われた。そ うした中で,唯 一・,わ が国で成功 した銀盤写真の撮影 として残っているの

が,安 政4(1857)年9月17日 に撮影 された とい う記録 のある島津斎彬 の肖像写真 である。 しか し,

わが国が このよ うに銀盤写真 の技術解 明に苦労 して いるころに,欧 米では早 くも湿板写真 とい う技術

革新が行われ,そ れは,長 崎 ほか下田に代わ って の横浜,そ して函館 とい う,い わ ゆる外国 に対 して

港を開いた開港場 にや って来た外国人写真師によって早々 と伝来 した。湿板写真 というのは,コ ロジ

オ ンという薄 い被膜をつ くる溶剤 をガ ラス板 に塗 って,そ れを硝酸銀 に浸 し,濡 れ ているうち にカメ

ラにセ ッ トして撮影す る仕組みである。 これは,銀 盤写真が露 出時間 に何分 もかか り,1回 に1枚,

それ も左右が反対 になる写真 しかで きなかったのに比べ ると,露 出時 間が5秒 か ら15秒 程度 とな り,

分か ら秒の単位へ と大き く変わ った。 しか も革命的な のは,撮 影 した一枚のネガか ら左右が変わ らな

い写真 を何枚 も焼 き増 しする ことがで きるよ うになった ことであった。 これが写真の大衆化 と同時に

写真師 とい う職業が華々 しく登場 して くる原動力 となったのである。そ して,い ち早 くこの新技術 に

取 り組み,文 久2(1862)年 には写真館 を開業 して,わ が国 における最初 の職業写真師 となったのが横
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浜の下岡蓮杖と長崎の上野彦馬であった。

下岡蓮杖は文政6(1823)年,下 田に生まれ,江 戸に出て狩野派の門に学んだ絵師である。蓮杖が ど

ういう経緯で写真と出会ったかについては色々な説があるが,絵 師として写真が持つ写実性にショッ

クを受けたことは十分想像できる。最初,下 田でハ リスの通訳であるヒュースケンに近付いて写真術

を学ぼ うとしたという逸話も残っているが,実 際には横浜で米国人の写真師について技術を習得した

ようである。そして,絵 師である蓮杖が,わ が国最初の職業写真師となっていく背景として 「横浜絵」

あるいは 「横浜写真」 というものをあげることができる。横浜絵というのは蓮杖のような日本画の絵

師が日本画に比べて非常に写実的に描かれる西洋絵画の影響を受けて,つ まり遠近法や陰影法など西

洋画の技法を取 り入れて写実的に描いた 日本画のことである。また横浜写真というのは,ま だ江戸時

代そのままの当時の日本の風物を撮影した白黒写真に彩色 してカラー写真のように仕上げたものであ

る。このわが国写真史の黎明期に写真 と絵が結び合って登場した,一 見して奇妙にも見える横浜絵,

横浜写真というのは,と もに幕末から明治の初期にかけてエキゾチックな旅先である日本土産として

当時の外国人に大変よく売れた商品であり,ま た輸出品でもあった。つまり,絵 の技術があり,さ ら

に写真術を覚えると新時代の事業ができるのが当時のわが国最大の国際貿易港の横浜であった。

この蓮杖に対して長崎の上野彦馬は,銀 盤写真機をわが国に初めて輸入した商人,上 野俊之丞の息

子で,彼 はポンペの医学伝習所で純粋に蘭学の一つとしてその技術を研究した。そして,蓮 杖が米国

人写真師の指導を得たように,彦 馬の場合は,長 崎の出島に滞在 したフランスの写真師,ロ シェから

指導を受けている。

一般に
,蓮 杖,彦 馬ともに多くの門弟を育て,わ が国の写真史上,「 西の彦馬に東の蓮杖」と言わ

れているが,鈴 木真一はそうした蓮杖の最初の弟子の一人とな り,蓮 杖や彦馬のパイオニアの努力を

下地として花開いた新時代の花形職業である写真師となった。開業後の鈴木真一は,人 物の肖像写真

はもちろん,上 記の横浜写真の製造 ・販売,そ して独自の研究として陶磁器への写真の焼き付けに成

功 し,エ キゾチックな日本の風物を焼き付けた陶器という,い かにも当時の外国人に好まれる土産品

を開発している。ちなみに,真 一・の生家である伊豆の高橋家に,真 一・自身の肖像と履歴を焼き付けた

骨壷が残っている。このほか,記 録写真家 としても,明 治20(1887)年 のわが国最初の都市水道とな

る横浜の水道創設事業の顛末を記録した写真帳の製作や,明 治初期の横浜およびその近辺の風物を記

録 した写真帳製作などの記録写真の分野でも貴重な仕事を残している。残年は大正8(1919)年 である。

4.お わ り に

歴史資料写真 というのは,文 字通 り歴史の資料 となる写真の ことである。 当館 における十勝 の歴史

に関係す る資料写真の収集量は これ まで に約1万 点 を数 えて いる。収集 した一枚の写真を有効な歴史

資料 とするためには,な ん といっても,い つ ころの,何 が写 されているのか を明らか にしなければな

らない。例えば風景で あれば どこの風景か,施 設,建 物 であれば どこの どういう施設か,人 物で あれ

ば誰か,そ して,そ れ らが写 された年月 日,あ るいはおおよそ の時期は いつかな どで ある・さ らには,

そ の写真が誰によって,ど のよ うな事情,経 緯で写 されたのか,そ れ に当館へ の入手経路な どのデー

タが必要であろ う。それ らのデータが しっか りしている ものほど資料 としての価値が高 まる。普通一

般 には,古 い写真 ほどこうしたデータの不 明なものが多 く,1万 点 の中には いまだ に何が写 っている

のかさえ不明な もの も少な くな い。そ うした中で,本 稿で紹介 した晩成社関係写真 のように,関 連す

る文献資料な どか ら,い つ,ど こで,し かも誰 によって撮影 され たのか まで解 明できるのは まれであ

る。 しか し,こ うしたデ ータの解明 された数枚 の写真 によって晩成社 の十勝開拓への旅立ち の瞬間を
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構成 してみる とき,写 真(映 像)の 歴史資料 としての有効性 に改めて気付か されよ う。それ は,写 真

の 「日付」 についての有効性 である。 これ について,港 千尋がその著 書 『写真 という出来事』で次の

ように述べている。

「日付それ 自体 に,意 味はな い。そ こに生 き られた個 々の生が,日 付 に意味 を与 えるのだ。写

真 の鍵 もそ こにあるに違いない」(『写真 とい う出来事』p40)

資料写真の収集 には,広 く一般市 民の協 力が不可欠である。本稿がそ うした理解 と関心 を高めて も

らう一・助 になれば幸 いで ある。

また,依 田勉三の叔父で あ り,勉 三や渡辺勝の 日記 にも度 々登場 し,彼 等 の晩成社 に積極的に協 力

した ことが うかがえる鈴木真一・は,わ が国の写真史 に大きな足跡 を残 している。そ の彼 の写真館 で撮

影 した勉三,銃 太郎,勝,カ ネおよび晩成社 開拓団 の肖像写真 が,当 館収蔵の資料写真 中,も っとも

古い ものとして保存されて いることは,わ が国写真史の一端 に関与す る写真資料 の保存 として意義深

い ことである。

なお,鈴 木真一 の婿養子 の二代 目鈴木 真一が明治22(1889)年,宮 内庁御用達 として明治 天皇の母

親,英 照皇太后お よび皇后 陛下 を撮影 した ことでや は り写真史 に名を残 して いる。 この二代 目は群馬

県 出身で,本 名が 岡本圭三,蓮 杖 門下で真一の後輩 に当 り,真 一が独立 開業 した明治6年 に彼 の長女

のぶ と結婚 して婿養子 となった。明治11(1878)年,米 国 に渡 って最新 の写真 の修 正技術 を学び,明

治14年 の帰国 とともに横浜 の鈴木写真館 の支店 として東京 の九段 に開設 した鈴木写真館 をまか され

た。米国留学か ら持 ち帰 ったその修正 の技術で当時の一流写真師の一人 とな り,二 代 目鈴木真一 を襲

名 したのは,皇 室写真 の撮影 を名誉 とした明治22年 であ り,没 年は明治45(1912)年 である。

最後 に,写 真師 ・鈴木真一の調査については横浜開港資料館の斎藤学芸員よ りご指導 をいただいた。

また,同 学芸員の情報か ら対面調査 が実現 した,真 一の曾孫で横浜市在住の甲阪賢氏 よ り資料提供 な

ど親 身なご協力 を賜 った。記 して御 礼申 し上げ る。

追 記

鈴木真一 に関す る資料 として,横 浜市か ら東京府 内へ移転 した昭和4(1929)年 時点の鈴木家 の除 籍

謄本 を甲阪氏 よ り提供いただいた。 これは,平 成4(1992)年,横 浜市 中区発行の もので,こ れ による

と当時 の戸主,鈴 木真一は,初 代真一の長男で慶応2(1866)年 生 まれ の伊三郎 とな ってお り,「 明治

30年5月,前 戸主真一隠居 によ り家督 を相続」 と同時 に 「伊三郎 を真一 と改襲 名す」 と記録 されて

いる。つ まり 「真一」 を襲名 したのは前記の婿養子 となった 岡本圭三だけで な く,実 子である長男 の

伊三郎 も真一を襲 名して いることは筆者 にとって新事 実であった。なお,甲 阪氏 は,少 年時代の一・時

期 を祖母である鈴木喜久(伊 三郎の妻)さ んと同居 している。
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作間勝彦 晩成社移民団関係写真 と写真師 ・鈴木真一

註

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

r北海道晩成社十勝開発史』(萩 原實編 名著出版1974)P80-81よ り引用。

「渡邊勝・・カネ日記」(『帯広市社会教育叢書』第7巻 小林正雄編註 帯広市教育委員会1961)P6

より引用。

同上P8よ り引用。

『北海道晩成社十勝開発史』(萩 原實編 名著出版1974)Pll6-117よ り引用。

同上掲載のグラビアより晩成社移民団の写真説明,お よびr帯 広市史』(帯 広市史編纂委員会 帯広

市役所1984)Pl23よ り引用。
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